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452. 1年間にわたる運動プログラム実施者における織統
理簡の変化
。徳力格1詩人綴山典子i、久野路也1
e筑波大学大学院人間総合科学研究科)
(ê 的}中高鈴者の波動継続に影響する~箆jは明らかにさ
れているが、これらの25滋が連動築施に伴いどのように変
化するかについては報告されていないむそのため、運動継
続に影響する姿態の迷勧奨施に伴う変化を明らか;こするた
め、一年間にわたる運動プログラム参加者の継続現訟の変
化を検討することを自的とした。{方法i対象者は持久性
および筋力トレーニングを12ヶ月間笑絡した中高齢者311
名 (68.1土6.6i設)であったD 線変紫i立、 38滋留の逮!fi)継
続運!密から構成され、 i選動笑施の8ヶ月自と 12ヶ月憶に笑
絡した。各項目の思答は、 f4.非常にそう.'e，う~上金く
そう怠わないJの4件法であり、数{惑が潟いほど縫絞総出
としての評{認が高くなるように設定したa各継続滋自の8ヶ
月から12ヶ月の変化について対応のある t検定を行い、性
別、年齢、運動実施形態、運動教箆参加経験などの群i部の
比較において二元詑援の分散分析と t検定を行った。有窓
水準は5%未j誇とした。 1結果と考察] 6ヶ月と12ヶ月とも
に r歩数針を携穫した」と「大学と連携し、怠治体が笑絡
していたJ が継続理由として最も潟〈喜子儲されたoft!去数
計をm#rした」、「ストレス解消できるようになったわ了一
緒にやる友達がいたわ「トレーニング鶴数が密分に適して
いたム「巡動状況を評倍してくれたJ、「友速ができたム「ト
レーニンク'指導者が常にいたわ f若い人と話すのが楽しみ
だったJ などの滋出が12ヶ月箆では6ヶ月より有窓な高f惑
を示し(1' (0.05)、これらの理由が運動実施に伴い継続税
街としての評綴が潟くなる変化が認められたs苦手間の比較
において、投別哲学では、 f大学と迷携し、自治体が実施し
ていたJ の澄由、:年齢群では、 Î)翠g誌が楽しくなったわ r~
j設が楽しくなったわ「運動の爽快感があったわ f漆磁の満
足!惑があったJなどの濠由、遂重力実施形態訴では、 f若い
人と話すのが楽しみだった心 rトレーニングプログラムが
自分iこ適していたJ、「トレーニングする場所がよかっt:'J
などの理樹、運動教護参加経験群では、「ー絡にやる友逮
がいたわ「家でもできるj運動メニューがよかったJ、f科学
的な運動プログラムだったわ「歩数貯を携管したわ f運動
が楽くなったわ r痛みなどの経滅が見られたわ r家族や友
達が変化を認めてくれたJなどの理由に変化の迷いが認め
られ、逮動実施に伴い、性別、年齢、運動笑施形怨および
遂動教室参加経験の違いにより運動継続滋潟の変化が薬な
る可能性が示唆された。{まとめi巡動継続袈E誌は逮鼓j笑
絡に{半い変化する可能性が示され、運動を継続させるため
に、運動プログラムの中での歩数針の活潟、および個人に
合わせた遂滋プログラムと社会的支援が議2きであることが
明らかになった。さらに、逮動実絡に伴って、 65歳未瀦で
は、遂動の楽しき・稀足j惑を向上させること、施設訴では
適したトレーニング環境を提供すること、初めての述[UJプ
ログラム参加者においては、社会的支援と犠入に適した巡
綴jプログラムの提供が運動継続に重姿であることが示された。
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